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1　はじめに

　紐やゴムなどが身体を締めつける圧力や，重ね着によっ

て身体にかかる衣服の圧力などを測定する必要性が，被

服衛生学的見地からあるが，簡便な測定器がない．そこ

で血圧計から改良したものを本実験では使用して，衣服

圧の測定を行った．

　婦人服にて，Foundation類（Waistnipper・Brasiere

・Corset）を着用すると眩量がするとか，肩がこると

かいうことを聞いたり；体験したりする．又，衿，袖，beヱt

などのついた同じ形態と布地とゆるみ量による構成の場

合，Two－Piece　dressに構成されたものは快適だが，

One－Piece　dressとして続いているものは，どうも着

心地が悪いということも体験される．そこで着心地の悪

い状態の時には1　cfi当り何gramの圧が加っているものか，

そしてその衣服の圧が体の動き，姿勢，呼吸状態によっ

てどのように変化するものか，又身体の測定部位によっ

ても差異があることを明確にすることにより，着心地の

よい被服を設計する上に役立てたいものと考えて研究し

たので報告する．

ll　測定方法

　1　測定器

　測定器としては，血圧計の水銀柱（A）を利用し，垂

直に置いた．実験の途中で必要以外の圧が加わらないよ

うに，肉の厚い（2．5mm），そして細い穴（3．5mm）のゴ

ム管（B）を一端にとりつけて，その先は二股に分けて

（C），一方の端のゴム管（D）は，身体各部に移動

させて測定するのに差支えない範囲で，最小限の長さ

（1，150mm）とし，その先端には密閉されたゴムの測定

器（E）を取り付けた．

　圧力計の原理として

　　PV－P’V’∴号一V－MAV

　　　　　　　　　　　　△P　　△V　　　　l

　P：圧力　V：体積　　P　’V『△V　着一1

容積が小なる程，圧力の変化は著明に表われるため2，，

数多くの試作の結果長さ50mm，幅25mm，高さ15mm，

面積12．5c㎡の立方体とした．この12．5c㎡の面に圧が均等

に加わるように，上下を厚いセルロイド板でかためた．

そして予め（E）の中に一定の容積の空気を入れておく．

この空気の容積も実験の結果，圧力の変化が著明に現わ

れる容積とした．即ち，水銀柱の示度4mmとした．又温

度変化については

　　Vt＝Vo（1＋Bt）

であるので，測定時に温度の昇降に伴う容積の変化を常

に調整して一定にしておくため，活栓（F）をつけてお

m／m
　Hg
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く．即ち，ゴム管の二股に分かれたもう一方のゴム管

（G）の端に付けてあるのがそれである．以上述べた構

造図は図1に示した通りである．

　この圧力計に一定の重さDi（kg）を加えた時の水銀

柱の上昇示度Vi（m／mHg）を出し，二次曲線の公式

に代入して数値を求め9「／c㎡に換算してグラフに表わ

した結果が図2である．

Di
20　40　60　80100120140　160180200　220　240　260　280gr／c㎡

図2　Di（9「／cdi）とVi（m／mHg）

2　衣服圧の測定部位

　衣服圧を測定するに当って，衣服圧の測定部位は，被

服の構成と衣服圧を関連させて，下記の通り，身体の基

準点と被服の基準線を衣服圧の測定部位とした．

　1）　衿の後中心

　2）肩（肩脾骨の上方）

　3）　背（肩月甲骨）

　4）Bust線上の前中心

　5）Bust線上の右脇

　6）Waist線上の前中心

　7）Waist線上の後中心

　8）Waist線上の右脇

　9）Hip線上の前中心

10）Hip線上の後中心

11）Hip線上の右脇

　3　衣服圧測定時の姿勢

　下記に示すような姿勢にっいて，衣服圧の測定を行い，

数値を求めた．

　1）立脚位：両手をきちんと両脇に下げて，直立した

姿勢である．特に脇の圧を測定している時には，手で押

えないように注意した．　　、

　2）椅坐位：高さ430mmの事務用椅子に正しく腰掛け

た．

　3）正坐位：坐布団の上に正坐した．

　4）　上体前屈位：手をぶらりと前に下げて，上体を90

度の角度まで前屈させた．

　5）上体後屈位：立脚したまま，上体を静かに後屈で

きるところまで後屈させた．手はやや後方に下がった．

　6）上肢上挙位：立脚したまま，右手だけを真直ぐ上

方に挙げた．

　4　衣服圧測定時の呼吸状態

　衣服圧を測定する時，被験者の呼吸状態は，次の4状

態として，測定数値の比較を行った．

D
の
の
の
5

NI：普通の吸気の状態である．

NE：普通の呼気の状態である．

TI：深く吸気した状態である．

TE：深く呼気した状態である．

衣服圧測定時に着用した服種

　衣服圧を測定するに当って下記に示す通り1）～5）まで

の服種を着用して数値を求め比較した．

　1）Two－Piece　dress：Rolling　collar，原型通

りの半袖のSet－insleeve，　Gather　skirtの基本型

Two－Piece　dressである．布地は綿100％のBroad．

SkirtのBeltには芯地が入っている．　Pantyと

Slipの上にこのBlouseとSkirtを着用して，
衣服の最下層，即ち皮膚の上に測定器を当て衣服圧を測

定した．

　2）　One－Piece　dress：R611ing　collar，原型通

りの半袖のSet－insleeve，　Gather　skirtである．

Waist部分を上下縫い続けている構成であることが，

Two－Piece　dressとの違いである．　Waistには，

共布のBeltをつけて，前中央はBuckle留である．

布地は綿100％のBroad．　PantyとSlipの上に

One－Piece　dressを着用して，衣服の最下層に測定

器を当て衣服圧の測定をした．

　3）　Brasiere：Brasiereの下端はWaist線ま

であり，後中央に幅75mmのゴムがついていて，鉤Hook

留になっている型である．布地は綿100％のBroad

であり，Bust　Patは入っていない．肌の上にBra－

siereのみを着用して衣服圧を測定した．

　4）Waist　nipper：総ゴム製で，前後左右に一本ず
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っ鋼鉄が入っている．前には紐が交差するように付けて

あり，これにより身体寸法を調節するようになっている．

後中央で鉤Hookで留める．このWaist　nipperを肌

の上に着用した．Waist寸法は身体の採寸より70mm細

くなるように締めた．

　5）Corset：総ゴム製を使用した．前中央には二本

鋼鉄が入っている．明きはなく“わ”である．肌の上に

着用した．Waist寸法は身体の採寸より50mm細くなっ

た．

　6　被験者について

　次の条件の者を被験者とした．年令：21才，職業：学

生性別：女体重：40　kg，身長：150cm，脈縛73／min．，

健康状態：良好，Foundation使用経験なしであり，一

つの条件毎に10回のdataを求めた．

皿　結果および考察

　服種別による衣服圧の実験結果は，図3・図4・図5

・図6・図7に示した通りであった．その結果に基づき

服種別に考察すると次の通りである．

　1　Waist　nipperの衣服圧について

　5種類の服種にて計測の結果；一番衣服圧が高かった

のは，Waist　nipperであった．　Corset，　Brasiere，

One－Piece　dress，　Two－Piece　dressの数値に比べ

て，その差は大きく，後屈の姿勢をすれば後Waistの

圧は高くなり，前屈の姿勢をすれば前Waistの圧が

高くなった．例えばWaist線上後中心の衣服圧は，

上体後屈位をとると，TI（深吸気）時に7207．50・

Sll．63（9「／c㎡；この単位は以下省略する）となり，

Waist線上で前中心における圧は，上体前屈位をとる

とTI時に死158．50・S　3．80となった．　Waist寸法を

70mm締めて細くした場合であって，被験者は，不快感を

訴え，体を曲げることが困難であることを訴えていた．

　上肢上挙位によって上記よりも衣服圧は減少するので，

手のあげおろしによっては，それ以上の苦痛を増さない

ものと考察されたが，それでもWaist線上の前中心

においてTl時に1129．50・S　5．20を示し，　Waist

線上の後中心においては，TI時に死161．00・S　25．12

を示した．しかしWaist線上の右脇においてはTI

時に死199．50・S8．38の高い衣服圧を示した．又，

Waist　nipperの丈の長い製品は，　Bust線上の後中心

における衣服圧も高く，立脚位でTI時に牙120．00・

S3．73であり，椅坐位ではTI時に死128．50・S3．80，

正坐位ではTI時に7151．30・S9．68，上体前屈位では

TI時にf212．50・S　6．13，上肢上挙位ではTI時に
x－ P36．50，S7．00を示した．

　呼吸状況については，何れもT1時における衣服圧が

一番高かった．

　nipperとは「摘む，はさむ」の意味があるがWaist

の余分な肉をはさむということであろうが，その場所の

体内には，胃や肝臓などの内臓諸器管が存在するところ

であり，これら諸器管の活動を抑制させたり，又，血液

の循環を悪くして，皮膚に“あざ”を作るなどの害を及

ぼす結果となるのである．

　2　Corsetの衣服圧について

　1）Hip線上の衣服圧をCorsetとWaist　nipper

と比較：下記の通りの結果を得た．各測定部位を姿勢別

に考察してみると，Hip線上の右脇においては，如何

なる姿勢の場合でもCorsetの方が高かった．　Hip

線上の前中心においては，立脚位・椅坐位・上体前屈位・

上肢上挙位においてCorsetの方がWaist　nipper

より衣服圧が高かった．Hip線上後中心においては，

上体前屈位をとるとCorsetの方が高くなった．以上

の比較によって，Hip線上における衣服圧はCorset

がWaist　nipperよりも高いものであることがわかっ

た．

　2）Waist線上の衣服圧をCorsetとWaist　nipper

と比較：下記の通りの結果を得た．各測定部位を姿勢別

に考察してみると，CorsetはWaist線上の後中心

では，立脚位においてTI時に，hi　45．00・SO．00を示し

たが，椅坐位ではTI時に，死62．00・S1．94を示し正坐

位ではTI時にτ64．00・S1．25となった．上体前屈位

ではTI時にi　93．oo・so．94と増加して，　Hip線上

の圧の増加に比例して動作のしにくさが訴えられた．こ

のようにCorsetの衣服圧の増加によって動作は困難

になっても，Waist　nipperがWaistを締めっけた衣

服圧の数値よりは低かった．

　3）生理学的に見た考察：以上の結果から生理学的に

見て，Hipを締めつけることによる内蔵諸器官の害は

あまりないが，発育途上にある若い人達が使用すると，

完全な発育と血液の循環を妨げるものとなるから危険で

あるが，適度の使用は保温衣服としての役目をなすし，

中年になってからの下腹部の肥満を予防し，又矯正する

ことにもなってよい面もあると考えられた．この実験で

はCorset着用の場合，　Waist寸法を身体の採寸よ
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図3　立脚位における衣服圧の変化
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図7　上肢上挙位における衣服圧の変化
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り50mm締めたが，10回の測定において不快感の訴えはな

かった．

　3　Brasiereの衣服圧について

　Brasiereの衣服圧は，　Bust線上の右脇において，

TI時に衣服圧の上昇が高かった．即ち上体前屈位では，

TI時にア　209．00・5’13．05であり，正坐位ではTI時

に亙176．50・S7．52であり，椅坐位ではTI時に7167．

50・S6．94であり，立脚位ではTI時に万165．80・S

9．19であり，上肢上挙位でTI時にア135．00・S4．30と

いう数値が示された．

　　　　　　　　　　　　　　　　　’　又呼吸状態によるばらつきが大きいことなどから，

Brasiereの使用は，自然に胸式呼吸がしにくくなるこ

とを示し，呼吸が浅くなり，呼吸器官を弱めるものと考

えられた．

　4　0ne－Piec6　dressの衣服圧について

　One－Picec　dressの衣服圧は，　Waist　nipper・

Corset・BrasiereなどのFoundation類に比較す

れば，非常に低い衣服圧であったのにもかかわらず，

One－Piece　dressは肩が凝るという訴えをきく，こ

れは窮屈感，即ち“つれ”であろうと考えられた．

　Waist線上の右脇における圧が可成高いが，この辺に

原因があると考えられた．即ち上体後屈位でT1時に1

127．00・S12．15であり，上体前屈位でTl時にア115．

30・S　12．05であり，上肢上挙位でT1時に万111．00・

S7．68であり，椅坐位でT1時に1　96．40・S　5．60であ

り，立脚位でTl時に793．50・S2．78であり，正坐位

でTl時に万77。10・Sl．95であった．以上の数値から

動作によりWaist線上右脇の衣服圧が高まっていく

ことがわかった．’

　Waist線上後中心では，上体後屈位でTl時が一番

衣服圧が高く，ア97．00・S1．28であった．

　Bust線上前中心においては，上体後屈位でTl時が

一番衣服圧が高く，ア82．50，S　11．53であった．

　肩部においては，上体後屈位でTl時が一番衣服圧が

高く，180．70。S8．70であった．

　Bust線上の右脇においては，上体後屈位でT1時が

一番衣服圧が高く，i　45．00・S4．00であった．

　各測定個所とも，上体後屈位でT1時の衣服圧が一番

高く示されていた。

　5　Two－Piece　dressの衣服圧について

　Two－Piece　dressの肩部や胸部の衣服圧は，　One－

Piece　dressの衣服圧より少なく，Waist線上後中

心の衣服圧は少し高いが有意な差ではない．全般的に

Two－Piece　dressの衣服圧は低かった．

　Waist線上後中心における衣服圧は，椅坐位でT1

時にf99．50・SO．00であり正椅位でTl時にア99．50・

S10．98でありド上体前屈位でN1時に1　66．00・S2．

00であり，立脚位でT1時にii　50．00・SO．00であった．

　Waist線上右脇における衣服圧は，椅坐位でT1時

にア94．30・SO．00であり，上体前屈位でTl時にー89．

80・S7．33であり，立脚位でT1時に782．50・S7．95

であり，正坐位でTl時にー77．10・S3．35であり，上

肢上挙位でT1時にア70．00・S5．13を示した．

　One－Piece　dressとTwo－Piece　dressを比較

してみると，正坐位や椅坐位のように動きのない姿勢で

は，衣服圧は少ないのでOne－Piece　dressでも着

心地はよいが，上体前屈位や上肢上挙位のように動きの

ある姿勢では，Two－Piece　dressの方が衣服圧が少

なくて着心地がよいといえる．

　One－Piece　dressのBust線上前中心の衣服圧は，

上体後屈の体位をとると，Brasiere・Waist　nipper・

Two－Piece　dressよりもその圧が高かった．

IV　結 び

　1　被服が身体に加える圧力にっいて，その測定方法

を研究し，Waist　nipper・Corset・Brasiereなど

のFoundation類及びOne－Piece　dress・Two－Piece

dressなど夏季婦人服について衣服圧を測定した．

　2　Waist　nipperは内蔵諸器管の存在する位置を締

めその圧力が高いため，使用は危険であると考えられた．

　3　CorsetはHip線上にかかる圧が高いため，

人体に害を及ぼさず，むしろ保温や整形上役立つもので

あると思えた．

　4　BrasiereはBust線上の衣服圧を高あ，呼吸

状態による衣服圧のばらつきが大であることから，胸式

呼吸を抑圧していると考えられた．

　5　衣服圧は疲労感となって身体に残るものであり，

150gr／c㎡以上の衣服圧になると，不快感で耐えられな

い状態となった．

　6　0ne－Piece　dressは，正坐位や椅坐位のよう

に動きのない姿勢においては衣服圧は少ないが，立脚位・

上体前屈位・上体後屈位・上肢上挙位など動きのある姿

勢においては，Two－Piece　dressの方が衣服圧が少

ない．そこでOne－Piece　dressよりTwo－Piece
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dressの方が，活動性能が大であると考えられた．

　7　衣服圧と呼吸状態との関係は有意な差が認められ，

次に示す通りであった．TI（深吸気）時が一番衣服圧

は高くなり次いでNI（普通吸気）時・次にNE（普通

呼気）時と衣服圧は低くなり，TE（深呼気）時の衣服

圧は一番低くなった．
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